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オースト リ ア ・ ロイ ド社の出版活動にみる
トリエステ社会の特質
濱 口 忠 大
はじめに
19世紀の半ば、 トリエステはオーストリア帝国の自由港として顕著な発展を見せて
いた。 そこで中心的な役割を果たしたのが、 保険、 海運会社として発足したオースト
リア ・ ロイ ド社であった。 興味深いのは、 同社が元々は保険の顧客への情報提供を目
的に開始した印刷事業を徐々に発展させ、 独自の印刷所を作って機関誌 『ロイ ド・ ジャー
ナル』 の刊行にと どまらない様々な出版を行うに至ったこ とである。
本稿では、 同社がこのような事業を行うに至った経緯を紹介するとともに、 ト リエ
ステ市民に向けて機関誌を通してどのような情報を提示していたのか、 また、 それ以
外にどのような書物を供給しようとしていたのかを分析することで、 文字情報の共有
という視点から、 ネグレ ッリに早熟のブルジ ョワ都市と評されたト リエステの社会的
特質を示していきたい。 
1 . ト リエステの発展とオースト リア ・ ロイ ド社
最初にト リエステの発展とオースト リア ・ ロイ ド社発足の経緯について簡単に確認
しておく ことにしたい。 ト リエステは古代ローマ時代に起源をもつ町であるが、1382 
年からオーストリア領となり、18世紀以降、 同国唯一のアドリア海への出口として海
洋政策の中心に据えられることで発展した。 19世紀に入ってナポレオンの支配により
混乱を経験したが、 その傷の癒えた1830年代に黄金時代を迎えることになった。 ゼネ
ラリ保険会社、 アドリア海連合保険と共に、 オーストリア ・ ロイ ド社も1833年に保険
会社として発足した。
本稿で中心的に扱うことになる 『ロイ ド ・ ジャーナル』 は、 その2 年後の1835年に
刊行が開始されたo イタリア語版の正式なタイ トルはG1ornale del L1oyd Austriaco、
ドイツ語版は Journal dos osterrechschen L1〔)ydであるが、 本稿ではいずれも 『ロイ ド ・ 
ジャーナル』 もし く は 『ジャーナル』 と表記するこ とにしたい。 同誌を創刊した元々
の日的は、 冒頭でも記したとおり、 保険の顧客のために海外情勢の情報提供サー ビス
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をするこ とであった。
ところが、 世界各地からの情報収集は予想以上に高いコストを要するものであった。 
そこで同社の取締役カール・ ブルックは、 収支状態を改善するためには代理人を通さ
ず直接情報を収集するべきことを指摘した。 それが1836年にロイ ド社が第二部門とし
て汽船部門を設立することになった経緯であると言われる。 こ う してロイ ド社はひよ
んなことから海運事業に進出することになったのであるが、 同事業は問もなく ロイ ド
社の中核事業となったのみならず、 この会社をオースト リアの国益をも背負う存在へ
と成長させることになった。 
2 . 『ロイ ド ・ ジャーナル』 発行までの経緯
次に、 『ロイ ド ・ ジャーナル』 創刊以前に市況をめぐって商人が情報を得ていた手
段とその限界、 そこから 『ロイ ド ・ ジャーナル』 が発行されるに至った経緯と同誌の
革新性を見ていく ことにしたい。
トリエステでの商人、 船主向けの定期刊行物の発行は、 既に18世紀後半に始まって
いた。 それは、 証券取引所から得た海運、 商業、 金融の市場についての情報を基に、
民問の投機家によって小冊子ないしは相場表という形態で販売されているものであっ
た。 19世紀に入ると1817年に政府から証券取引所力定期的かつ正確に相場表を発行す
ることが認可され、 実際、1819年から市場価格、 為替相場表の発行が始まった。
それらは確かに有用なものであった。 だが、 ヨーロ ッパ全体の動向を十分にカバー
しているとは言えなかった上に、 発行頻度も月に一度と低かった。 市場では、 ヨーロ ッ
パ全体の通商の動きについて、 より速く正確な情報が希求されていた。 ロイ ド社が
『ジャーナル』 の発行を企画したのには、 そのような背景があった。 モデルと して念
頭に置かれたのは、 英国の 『ロイ ズ ・ リ スト』 であった。
1834年に、 週2 回のべ一 スで新聞を発行する計画が立てられた。 そこでは、 国内外
の新聞の定期購読と、 到着した船舶からの直接情報収集を基に、 船舶の出入港、 船長
名、 主要品目の価格と週間販売量、 船賃、 為替、 保険料の相場、 商業、 海運およびそ
れと関連するあらゆる話題(農業、 発明、 工業、 芸術) を掲載することが目標とされ
た o
証券取引所の代表団は、 相場表の転載が著作権違反にあたることを理由に同誌の発
行を反対した。 だが、 政府が文学作品のような天賦の才に基づく ものと違って相場表
のような統計的な数値を列挙しただけのものには著作権は適用されないという見解を
示してこの訴えを退けたため、 『ロイ ド ・ ジャーナル』 の発行が実現する運びとなっ
た。 
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3 . 『ロイ ド ・ ジャーナル』 の展開
1835年 1 月31日に、 『ロイ ド ・ ジャーナル』 イタリア語版の創刊号が発行された。 
印刷部数は500部であったと記録されている。 定期購読は同年6 月末の時点で157件あ
り、 うち115件がト リエステ市内であった。 収支状況は悪く なかったようで、1837年
には発行回数が週 2 回から3 回に增加することになった。
ロイ ド社の野心はこれにと どま らず、 『ジャーナル』 を対外的にも ト リエステを代
表する機関誌とするべく、 ト リエステの商業圈各地(オースト リア、 ドイツ、 レバン
ト) にも普及させるこ とをめざして ドイツ語版、 フラ ンス語版も発行することが計画
されるに至った。 だが、 フラ ンス語版は定期購読予約者が少なすぎたため、 ドイ ツ語
版のみが1836年から発行されるこ とになった。
ドイツ語版の定期購読数は1839年 1 月の時点でトリエステ市内が12件、 市外が113 
件であった。 だが、 このドイツ語版は、 帝国内他地域やドイツ各地の新聞には情報の
速さで劣り、 地元ではイタリア語版より売れないという問題を抱えていた。 同時期に、
イ タリア語版の売上部数は500部あった。 また、 カフ ェにおいても1840年にイ タリア
語版を取っていた店が21あったのに対して、 ドイ ツ語版を取っていた店は3 つに過ぎ
なかったという。
そこで、 改善策として、1840年代に入ってからは数値的なデータに加えて論説など
の文章も掲載することになった。 それは警察から民間企業の事業にそぐわないと反対
されたが、 この新聞が政治、 商業上で旗艦的な役割を果たすものとなることに期待す
る総督シュタデイオンの好意で実現した。 さらに1842年には自前の印刷所も開設され、
経費削減と共に新たな収益源となることが期待された。
その後 『ジャーナル』 は順調に発行され、 発行の頻度もさ らに増加していった。 だ
が、1848年革命の到来がこの新聞の運命を大きく変えることになる。 ウィーンで三月
革命が勃発すると 『ジャーナル』 には当局からの布告やオースト リ ア側の立場に立っ
た記事が増加し商業新聞としての性格は薄められた。 さらに、11月に成立したシュヴア
ルツ ェ ンベルク内閣で シュタデイオンが法相に任命されると、 『ジャーナル』 の ドイ
ツ語版は彼の意向で拠点をウィ ーンに移されるこ とになった。 一方、 ト リエステの側
ではその代替と して 『フライハー フ ェ ン』 の刊行が開始され、 ロイ ド社も少額の援助
を与えた。1851年以降、 同誌は後継誌の 『トリエスタ一 ・ ツアイ ト ウンク』 に発展的
解消を遂げることになる。
一方イタリア語版は収支が悪化した結果、1852年にはロイ ド社が印刷を請け負って
いた 『オ ッセルウ' ァ ト ー レ ・ ト リエステイーノ』 と合併されるこ とになった。 『オ ッ
セルヴァ トー レ』 は当局からの布告が必ず掲載されるなど、 半ば市の官報的な性格を
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持つ新聞であったが、 発行部数の多さに期待してロイ ド社が1842年から印刷を請け負っ
ていた。 そこで、 『ロイ ド ・ ジャーナル』 廃刊の理め合わせと して、 同誌に載せられ
ていた統計なども掲載するこ とにしたのである。 
4 . 『ロイ ド ・ ジャーナル』 の構成(三月前期)
次に 『ロイ ド ・ ジャーナル』 の紙面構成を紹介しておきたい。 紙面は4 ページから
成り、 多く の場合、 1 面記事は論説に充てられた。 中心的に扱われたのは、 交通、 産
業、 関税をめぐる問題提起と、 世界各地の市場の紹介、 分析であった。
交通に関しては、 スエズ運河の開通と新時代の交通網(鉄道、 汽船) を介してトリ
エステを中欧と地中海、 東洋との結節点とするための構想が展開された。 そこではス
エズ運河への強い期待と共に、 ジェノ ヴァやマルセイユといったライバルに対して優
位に立つための交通網についての記事が頻繁に掲載された。
交通、 産業面では、 対外輸出(特にヨーロ ッパ外へ) の促進を図るためにオースト
リアの産業 (特に鉄鋼、 繊維) の現状分析と展望が示された。 関税に関しては、 自由
貿易主義の立場から関税引き下げを要求した。 また、 オースト リアと ドイツ関税連合
の結合への支持が示された。 世界各地の市場の紹介、 分析の対象は中国、 シンガポー
ル、 ペルシャ、 南北アメ リカからイ タ リア半島内まで多岐にわたった。 見知らぬ土地
の地理や独特の商業慣行の紹介から、 その地でオースト リア商品を売り込むための提
言まで様々なことが書かれており、 興味深い。
1 面には他に、 統計が掲載される場合もあった。 そこではト リエステ或いは全オー
スト リアの貿易相手、 品目、 数量に関する統計が年度ごとに公表されるだけでなく、
分析も行われた。 特に1840年代半ばに編集長を務めたエルンスト ・ フ オン ・ シュウ'ァ
ルツ アー はこの分野で腕をふるった人物で、 彼が1845年から46年にかけて連載した
「オーストリアの商業、 海運、 工業」 は1846年に単行本化された。 彼は、 貿易相手の
国、 地域ごとの分析に加えて、 ト リエステに寄港する船舶の数は年々増加しているも
のの、 さ らなる発展のためには地場産業の育成が欠かせないこ と も強調している。
次に、 2 面から3 面にかけては、 短信欄が設けられていた。 そこでは世界各地、 特
に西欧主要都市と束方商業の拠点の商業や政治の最新動向が伝えられた。 3 面から4 
面は連載形式の論説の 2 回日以降が掲載されることが多かったが、 毎週水曜日には相
場表も掲載されていた。 対象とされたのは、 商品価格(麻、 綿、 絹、 鉱物、 穀物、 果
物、 油、 酒類、 植民地物産など)、 為替相場、 船賃および保険料であった。
なお、 執筆者に関しては、 大多数の記事が無記名のため、 特定が困難である。 但し
アネ ッリは、 論説記事の論調全般に対してブルックの影響がみられると指摘している。 
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編集長と しては、 先述のシュウ' ァルツ アー の他に、 『フ アウ' ィ ッラ』 編集者で1848年
革命後は熱烈なイ タリア民族運動家となったヴァルッシが日を引く。 彼はロイ ド社取
締役ブルックから文才、 語学力、 人柄を高く評価されていた。 
5 . 口イ ド社印刷所の事業展開
ロイ ド社印刷所は、 トリエステでは5 つ目の印刷所として誕生した。 当時最新の設
備を有し、 『ロイ ド ・ ジャーナル』 の印刷だけではなく、 多様な事業を展開するこ と
にな った。
三月前期には、 『オ ッセルヴァ ト ー レ ・ ト リエステイーノ 』 に加えて 『フ アウ'ィ ッ
ラ』 誌や 『イ スト リ ア』 誌の印刷を引き受けていたこ とが興味深く 思われる。 『フ ア
ヴイツラ』 は1836年から1846年まで刊行された文芸誌で、 ト リエステ市民のイタリア
民族文学、 芸術への理解を深めよう としたこ とからこの町におけるイ タリア民族意識
の萌芽と評されている。 一方、 『イスト リア』 は1846年から1852年まで、 『オッセルウ'ァ
トー レ』 の増刊という形態で創刊された。 基本的にはピエトロ ・ カンドレルの編集に
よる考古雑誌であったが、1848年革命期には 「出自的民族」 と 「政治的民族」 を区別
することで民族性とオースト リア国家への帰属の両立を図る独自の民族論を展開した
こ とが知られている。
印刷事業は好調に推移し、48年革命後の1849年 7 月にはロイ ド社の第三部門=文芸
部門として従来属した第一部門から分離独立することになる。 その際、 読書室も引き
継ぐことになった。 そこでは147の定期刊行物と世界各地の190の代理人からの報告の
閲覧が可能であった。
印刷に加えて出版事業も行われた。 出版物のジャンルは、 大きく は、 報道、 科学技
術、 芸術、 文学の4 分野に分類できた。 また、 雑誌としては商業関係のものの他に、
1851年から 『家族の読み物』 も発行しいた。 イラスト付きの雑誌はイ タリアではまだ
数が少なく、 この企画は好評をもって迎えられた。 だが、 第二次イタリア独立戦争以
降の不況のために1862年に廃刊を強いられた。 科学ではコレラなど、 医療関係の書物
も発行された。 芸術関係では、 地域の画集や観光案内が多数出されていた。
だが、 出版活動の中で特に重要な位置づけを与えられたのは文学で、 とりわけ注日
されるのは分冊形式による 『古典全集』 の刊行である。 発行日的は 「あらゆる世紀の
イ タリア人作家の作品に、 より安価な印刷と控えめな価格で触れられるようにするこ
とで優れた文学の研究を促進すること」 と された。 そこではイ タ リアに対する愛国心
を鼓舞する意図は決してなく、 純粋に市民の教養を高めることが日指されていた。 従っ
て、 ゆく ゆくはドイツやオリエント方面など、 他の 「教養豊かな」 民族の古典作品も
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刊行することが計画されていた。
全集の刊行は、 まずは従来避けられてきた14世紀の作家の小説、 年代記、 旅行記、
地理的著作から重点的に始められるこ とになり、 ヴイ ツラーニ 『年代記』、 ウ' ァルキ
『フイレンツェ史』、 アリオスト著作集などが刊行された。 だが、 需要を読み損なって
しまった。 1 巻につき1 万部を印刷したのだが、 購読予約はその半分にも達しなかっ
たのである。 その結果、 外国作品の出版はもとより、 既に刊行が始まったシリーズの
継続さえままならなく なってしまった。 後者に関しては何とか最後の巻まで出版した
が、 それを終えた1862年に 『古典全集』 の休刊が決定された。 ロイ ド社第三部門はそ
の後も1931年まで約70年間に渡って印刷、 出版事業を継続することになるが、 『古典
全集』 の打ち切りは、 その華やかなりし時代に終止符を打つ出来事となった。 
おわりに
これまで見てきたとおり、 ト リエステでは、 オースト リア ・ ロイ ド社が保険会社、
海運会社として商業関係のニュースを機関誌として刊行しただけでなく、 独自の印刷
所を擁して官報や思潮の異なる雑誌、 さらには古典全集の印刷までを行うに至った。 
ロイ ド社がこのように多様な出版活動を行うに至った経緯について、 ステー フ アニは
トリエステでは 「経済的要因が市民生活のあらゆる場面で」 重要な役割を果たしてお
り、 「精神、 文化、 芸術、 音楽、 手紙さえもこの動きから逃れられなかった」 からだ
と説明している。 それはまさに、 商業都市トリエステの特異性を示す一側面であった
と言える。 
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